
様式６ 

会 議 録 

会議の名称 川田谷小学校 第４回学校運営協議会 

開催日時 令和６年２月２７日（火） 

（開会）１０：３０      （閉会）１１：３０ 

開催場所 川田谷小学校 会議室 

出席者氏名 委員 ・村田 和三   ・柳川 達郎   ・友光 栄一 

   ・中村 健司   ・和久津 吉彦    

・伊藤  薫   ・小川 豪理   

・岡安 栄一（教頭） ・江原 大輔（教務主任） 

校長 ・赤羽 広美 

欠席者氏名

（委員） 

弓削田 武秋 

傍聴者 ― 

議題 （１）第３回学校運営協議会会議録について 

（２）令和５年度学校評価について 

（３）学校応援団総会報告 

（４）令和６年度学校経営方針 

（５）令和６年度学校運営協議会組織及び主な予定と内容 

協 

 

議 

 

等 

 

要 

 

旨 

協議結果 意見の概要 

（１） 第３回の学校運営協議会の会議録

の承認を受ける。 

・第３回の内容を確認し承認された。 

・新年度の４月に各地区の回覧を活用して学校応援

団の団員募集を行うことを確認した。 

（２） 令和５年度学校評価 

・１１月に学校で実施した教職員による学

校評価、保護者による学校評価の結果及

び学校運営協議会委員による結果を公表

した。 

・1 月に児童を対象に実施した児童アンケ

ート「自分を見つめてみよう」の結果を

公表した。 

・学校評価の内容を確認し承認された。 

・児童アンケートを見ると、「学校は楽しい」と

回答している児童が 98％で、かなり高い割合

であり、素晴らしい。今後もこの割合が 100％

になるように取り組んでもらいたい。 

・「学びの共同体」に基づくグループの座席が

よいという児童が 76.4%いて、その理由とし

て「わからないことがあった時、聞きやすい」

「みんなと協力できる」を挙げていることを

見ると、子どもたちにとってグループの座席

が効果的であることがわかる。 

 



（３） 学校応援団総会報告 

次の内容について承認を受けた。 

・学校応援団の組織の特徴、概要、今後の課

題 

・令和５年度における学習支援部、環境整

備部、安心安全部の活動 

・令和５年度会計報告 

・令和６年度事業計画 

・令和６年度予算 

・学校応援団総会報告の内容を確認し承認された。 

・昨年度及び今年度は今回のような紙面開催による総会

となったが、来年度は学校応援団全員が集まって行う

形式にしたい。学校応援団には現在 54 名のメンバーが

いるが、年々メンバー数が減少している。現在の学校応

援団の担い手が高齢化しているため、次世代の方々に

メンバーとして参加してもらいたいが、そのような

方々を探し出すのが大きな課題である。 

 （４）令和６年度の学校経営方針の承認 ・令和 6 年度学校経営方針の内容を確認し承認され

た。 

・現在、新聞報道をはじめ、全国的にいじめ問題と

それへの学校の対応が注目されている。川田谷小

学校では、いじめはどのクラスにも起こりうると

いう認識の下、いじめが生じた場合、学年・ブロ

ック・管理職に連絡・報告・相談し教職員が一人

で抱え込むことなく、迅速な初期対応を行い、い

じめ問題の解消を図っている。今後も「学びの共

同体」におけるグループ学習と併せて児童の人間

関係の育成に努め、いじめにつながる可能性のあ

る児童同士のトラブル解消のため、迅速な対応を

お願いしたい。 

・本校は学区が広く、交通量の多い場所がある。そ

のような場所には歩道橋が設置されていることか

ら、児童には登校下校の際に歩道橋を渡るように

指導している。また、地域や警察署とも連携しな

がら、児童の登下校時における安全確保のため、

スクールゾーンの設置も検討している場所があ

る。学校では引き続き保護者会等で交通安全の啓

発を継続して児童の事故の絶無を期してほしい。 

（５） 令和６年度学校運営協議会組織及 

び主な予定と内容 

・来年度の当協議会の組織（委員選出・推薦）の内

容を確認し承認された。 

配付 

資料 

（１） 第３回学校運営協議会会議録 

（２） 令和５年度学校評価集計結果及び令和５年度学校評価結果報告書 

（３） 川田谷小の児童の実態 

（４） 令和５年度学校応援団総会資料 

（５） 令和６年度 学校経営方針 

（６） 令和６年度川田谷小学校学校運営協議会 組織及び主な予定と内容 



 


